
発⾳と綴りの関係を考えよう 

6. oo の発⾳ 
 
 
 
 
(1) ⽇本語のカタカナ語でもおなじみの以下の単語の⾳を確認し、oo の⾳が「ウ」、「ウー」のどちらかを確認して分

類しましょう。また、そのどちらでもないものがいくつかあるので、それも確認しましょう。 
①「Google 翻訳」のサイトにアクセスします。 
② 「テキストの⼊⼒」ボックスに下の英単語を 1 つずつ⼊⼒し、スピーカーのマークをクリックまたはタップし 
 て⾳声を聞いてみましょう。 
③ oo の⽂字の部分の発⾳をよく聞き、下の記⼊欄に書き込みましょう。 
 

cool flood foot door 

room cook look tool 

soon good food blood 

book floor noon moon 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) oo の発⾳が「ウ」になる場合と「ウー」になる場合について、それぞれ綴りにどんな特徴があるか考えてみましょ

う。 
 ヒント︓oo の後ろの⽂字に注⽬しましょう。（food はルールの例外です） 
 
 
 

●「ウ」に聞こえるもの 
 

●「ウー」に聞こえるもの 
 

、物や⼈、国などの名前を表です。 
o のおもな発⾳は「ア」「オ」「オウ」でした。 
ところが、o が 2 つ続くoo の場合は、おもに「ウ」または「ウー」となります。 

●それ以外のもの 

 

、物や⼈、国などの名前を表です。 
oo の発⾳には、綴りに関連したある程度のルールがあります。 
また、⽇本語のカタカナ語と同じ発⾳になるものも多くあります。 

u uː 



 
 
 
(3) (2)で考えたルールを元に、以下のカタカナ語を英語で書き、oo の発⾳が「ウ」と「ウー」のどちらになるかを記

⼊しましょう。 
①「Google 翻訳」のサイトで下の英単語の⾳声を 1 つずつ確認しましょう。 
② oo の⽂字の部分の発⾳をよく聞き、「ウ」「ウー」のどれになるかを確認しましょう。 

1. クラスルーム（教室）   発⾳［    ］ 

2. スクール（学校）   発⾳［    ］ 

3. フットボール   発⾳［    ］ 

4. プール   発⾳［    ］ 

5. クッキー   発⾳［    ］ 

6. エイプリルフール   発⾳［    ］ 
 
 

 
(4)  (1)で確認した「それ以外のもの」をもう⼀度⾒てみましょう。oo の発⾳のおもな例外は、「ア」と発⾳するもの

と「オー」と発⾳するもので、(1)に登場した 4 単語を覚えておけば⼤丈夫です。 

「ア」と発⾳するもの 

1. blood 

2. flood 

「オー」と発⾳するもの 

3. door 

4. floor 

番外編（ちょいムズ︕） 

5. cooperate（協⼒する） 

6. coordinate（〜を統合する、調整する） 

※これらは「共に、共通の」という意味の co-と operate、ordinate という単語が組み合わさったもので

す。co-operate、co-ordinate のように oo のところで意味が分かれているので、oo の発⾳ルールに

は当てはまりません。 
 

、物や⼈、国などの名前を表です。 おまけ︓oo の発⾳の例外に注意しよう︕ 


